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可部バイパス
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全国的に人口減少・少子高齢化社会が到来する中にあって、広島広域都
市圏における圏域経済の活性化と圏域内人口200万人超の維持を目指す
「200万人広島都市圏構想」の実現のためには、基盤となる圏域内の広域幹
線道路ネットワークの充実・強化が重要であると考えております。
一般国道54号は、山陽と山陰を結び、広島県北部と南部の地域交流・賑

わい創出にも寄与する重要な路線ですが、沿線地域の交通需要の増加に
伴う慢性的な交通渋滞が発生しています。
中でも、広島市北部地域の混雑を緩和する可部バイパスの整備は喫緊の

課題となっており、現在整備中の大林地区については、可部バイパスを上
根バイパスに接続することにより一般国道183号と交差する下浜ヶ谷交差点
における交通混雑が解消されるとともに、並行する河川の氾濫など災害へ
の脆弱性に課題のある現道区間を避けることができる上、安芸高田市方面
から令和４年５月に開業した北部医療センター安佐市民病院へのアクセスも
向上するなど、更なる都市圏の活性化に資するものと考えております。
加えて、災害時のリダンダンシーの強化を始め、安全性や時間信頼性の

向上などの観点から、全線４車線化を進めることが重要であると考えていま
す。
一方、安芸高田市管内においては、通学路に歩道が整備されていない箇

所や狭小な歩道が残っているなど、交通事故の危険性が高い箇所が多く存
在しており、交通安全対策事業の推進が不可欠なものとなっています。
また、三次市管内では、急勾配区間における大雪時の車の立ち往生や令

和３年８月豪雨などに伴う道路冠水による通行止めが発生しており、防災・
減災対策事業の推進が不可欠なものとなっています。
今後とも、地元経済界と関係自治体が総力を結集し、強固な連携のもと事

業が円滑に進むよう取り組んでまいりますので、国におかれましては、下記
の一般国道54号の更なる改築を図られるよう、よろしくお願いいたします。

記

１ 可部バイパスの建設推進（広島市管内）
・ 大林地区（上根バイパスとの接続区間）の事業を推進すること
・ 国道191号以北の全線４車線化を図ること

２ 交通安全対策事業の推進（安芸高田市管内）

３ 防災・減災対策事業の推進（三次市管内）
・ 横谷地区の急勾配区間の解消によるダブルネットワーク機能を強化す   

      ること
・ 船所・秋町地区の道路冠水箇所を解消すること
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令和６年１１月１３日

１ 可部バイパスの建設推進
２ 交通安全対策事業の推進
３ 防災・減災対策事業の推進

要望内容

１ 可部バイパスの建設推進（広島市管内）
・国道54号では、沿線地域の交通需要の増加に伴う慢性的な交通渋滞が発生(写真①②)
・中でも、広島市北部地域の混雑を緩和する可部バイパスの整備は喫緊の課題

２ 交通安全対策事業の推進（安芸高田市管内）
・通学路に歩道が整備されていない箇所や狭小な歩道が残っているなど、交通事故の危
険性が高い箇所が多く存在（写真③④）

３ 防災・減災対策事業の推進（三次市管内）
・急勾配区間においては、大雪時の車の立ち往生が発生(写真⑤)
・令和３年８月豪雨などにより、一級河川江の川が増水したことに伴う道路冠水による
通行止めが発生(写真⑥）

②可部街道下浜ヶ谷付近の渋滞状況
（広島市街地方面に向かって渋滞）

可部バイパス拡大図

至安芸高田市

①可部バイパス下浜ヶ谷付近の渋滞状況
（三次市方面に向かって渋滞）

至飯南町

③安芸高田市八千代町勝田付近
（広島市街地方面を望む）

至 安芸高田市

④安芸高田市八千代町下根付近
（広島市街地方面を望む）

⑤三次市横谷地区のスタック発生状況
（令和5年12月22日撮影）

国道54号
（広島県域）

可部バイパス

急勾配区間
（横谷地区）

写真⑤

写真⑥

写真③

写真④

道路冠水箇所
（船所・秋町地区）

江の川

国道54号

至三次市街

至 安芸高田市

⑥三次市船所地区の道路冠水状況
（令和3年8月13日撮影）
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広域医療の強化

・救命救急センター
・災害拠点病院

（出典：広島市民病院HPより）

・高度救命救急センター
・災害拠点病院

（出典：広島大学病院HPより）

広島市民病院

・救命救急センター
・災害拠点病院（基幹）

・救命救急センター
・災害拠点病院

救命救急センター… 二次救急医療※機関では対応が困難な複数の診療科領域にわたる

重篤な傷病者等に対し、２４時間体制で高度な医療を総合的に提供

する。 ※入院治療を必要とする重症救急患者に対する医療

高度救命救急センター… 救命救急センターの機能に加えて、広範囲熱傷や指肢切断等

の特殊傷病に対応できる

災害拠点病院… 災害医療の拠点として、中心的な役割を担う

〈整備効果②〉広島県北部地域における広域的な医療体制の強化

←上根バイパス

至 三次

至 広島市街地

〈整備効果①〉広島県北部地域における災害に強い道路ネットワークの形成
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大林地区における土石流警戒区域等の分布

・国道54号は、広島県北部地域において「災害に強い道路ネットワーク」を形成するとともに、

平常時・災害時を問わない安定的な輸送の確保に資する「重要物流道路」に指定

・大林地区の現道区間は、平成26年8月豪雨で並行する根谷川の氾濫により通行止めとなったほか、

当該区間に土石流特別警戒区域に指定された範囲が含まれるなど、頻発する災害への脆弱性が課題

⇒大林地区の整備により、災害時の救急車両の通行や緊急物資運搬のための更なる機能強化に貢献

・可部バイパスの整備により、安芸高田市～広島市のアクセスが向上し、広域的な医療体制が強化

（出典：広島市HPより）
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市内に救命救急センターや

災害拠点病院がない安芸高田市

（出典：安佐市民病院パンフレットより）

・救命救急センター
・災害拠点病院

写真：平成２６年８月２０日豪雨災害時の
国道５４号の（下浜ヶ谷交差点付近）浸水状況
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